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3  C O M M U N I C A T I O N  T I M E  
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 向 上  

                  島 田  拓 哉

1.CT の概要 

(1) CT の内容 

CT の歴史は浅く，平成 25(2013)年から始まった学

習である。しかし，学級劇として考えると，BT より

も長い歴史を持っていて，40 年以上続く本校の素晴

らしい伝統である。劇の完成に向けて大変多くの時

間を使って準備を進める生徒にとっては非常に大き

な行事である。本番においても割り当てられた時間

の中で精一杯取り組んでいる生徒の姿が見られる。

本校における学級劇は，2 日間にわたって各学級の

劇を互いに鑑賞しあうことで，先輩たちの劇を見て

良さを学び，表現力が磨かれるという伝統の積み重

ねによって現在にも残っている大切なものだといえ

る。 

CT では，学級劇の完成を目指してテーマを設定

し，自分たちで役割分担を決定し，それぞれの役割

で活動を行う。そして，リハーサルを行い，自分た

ちで分析して改善していく。最後は，文化祭でその

成果を披露し，振り返るという一連の学習活動であ

る。学級劇を作り上げていく過程においては，意見

の相違から課題が出てくる。人と人との交流（コミ

ュニケーション）を通して，そのような課題に対し

て解決することを目指すものである。 

CT のテーマは，「表現を大切にする文化を育てる」

であり，その目標は，「相手を意識したコミュニケ

ーション能力の向上」である。「相手」とは「仲間」

と「観客」を指している。ともに劇を作る仲間を意

識し，劇の成功に向けて問題を解決していくコミュ

ニケーション能力の育成と，「観客」を意識し，劇

を通してメッセージを伝える表現力の育成を目指し

ている。 
CT が生まれたのは，平成 25 年（2013 年）で，本

年度で 6 年目となる。平成 23 年（2011 年）から 2 年

間は「情報学活」という名称で，「情報の時間」で取

り組んでいた学級劇に関連する部分を分離し，観客

を意識した学級劇制作に取り組んでいた。それ以前

は，学校全体の目標や学年でのゴールは定められて

おらず，生徒の主体性に非常に多くの部分を任せた

活動で，担任に指導の大部分を任せられた学習活動

であった。よって，劇を作る過程において，役者や

大道具といった役割を越えての話し合いの場面など

のクラスみんなで劇について議論する時間がほとん

ど見られなかった。その結果，劇からメッセージが

伝わらず，何度も場面転換を繰り返し，時間も超過

する劇が多く，自己満足に陥ってしまうことも少な

くなかった。 

そこで，劇の作り方やアイデアの出し方，さらに

話し合いのさせ方などの手段・方法を学ばせる時間

が必要であると考えた。そのヒントとなったのが，

同じ時期に研究を進めていた「情報の時間」である。

思考ツールを用いて分析したり，整理したり，意見

を述べたりすることを CT にも取り入れて，授業づく

りを始めた。また，学年ごとに達成目標を設定した。

初めて取り組む 1 年生は「伝える学級劇」をテーマ

に，自分たちが満足できる学級劇を，わかりやすい

表現を心がけながら作ることを目標にしている。2

回目の 2 年生は，観客に目を向け，「魅せる学級劇」

をテーマとして，観客を魅了する，感動させられる

学級劇を，表現を工夫しながら作っていくことを目

標にしている。そして集大成となる 3 年生は，「心

に響く学級劇」をテーマに，見せ場を考えたり，新

たな表現を作ったりしながら，自分も観客も感動で

きる学級劇を作り上げることを目標に取り組んでい

る。 

 

本論の要旨 

 本校では，学級劇の取り組みを 40 年以上続け、文化祭での発表を行っている。この学級劇を教材にし

て，平成 22 年度（2010 年度）からの「情報学活」を経て，平成 25 年度（2013 年度）に「COMMUNICATION 

TIME（以下 CT）」を開設した。CT の目標は、仲間や観客を意識したコミュニケーション能力を培うこと

を目指していて，これまで，CT 全体のテーマや各学年の目標を提示し，教員間での指導内容や方法の共

通理解，教材の整理・充実を図ってきた。その結果，学年の目標に沿い，各学級で設定したテーマを意識

した，魅力的な学級劇が増えている。 

本研究では，本校で取り組んでいる「課題を主体的に見出す学習指導」と CT の関連性を明らかにする

ことについて考察する。 

 

キーワード    総合的な学習の時間，学級劇，コミュニケーション，課題を主体的に見出す 
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表１ 令和元年度 COMMUNICATION TIME（CT）年間指導計画 
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(2)本年度の CT の取り組み 

 CT を開設して 6 年となり，どのようなコミュニ

ケーション能力を身に付けたらよいかを明確化に

することを課題として取り組んできた。そこでコミ

ュニケーション能力を高めるために，各学級におけ

るコミュニケーションルールを考える時間を設け，

話し合い活動を通して決定する取り組みを行った。 

3 年生では，過去 2 年間の経験をもとに，「学級

劇を作っていく過程において，どのようなことが課

題になるか」をグループで話し合わせることから始

めた。ここで洗い出された事象こそが，「学級劇を

作る上での課題」になる。そのことを認識させた後，

課題を解決するための手段を中心にコミュニケー

ションルールを考えさせた。 

コミュニケーションルールについて考える中で，

日ごろの他人との関わり方について振り返る機会

となり，他者との関わりの中で大切にするべき事項

について再確認することができた。一見すると当た

り前の文言が並ぶのだが，「再確認」という部分に

は一定の価値があると考える。私の学級では，図 1

に示すものができた。 

 

図 1 コミュニケーションルールの例 

 

 各学級で設定したコミュニケーションルールを

活かして学級で劇を作った。学級劇を作る過程は，

①伝えるテーマの決定，②題材の決定，③脚本づく

り，④役割の決定，⑤各役割での企画案作成，⑥各

役割での制作，⑦リハーサル，⑧本番となる。本番

までのすべての過程において，他者と共同で作って

いくために生徒相互のコミュニケーションが生ま

れる。実際，互いの意見が食い違う場面が数多く発

生し，そのたびに熱い議論が交わされた。時にはそ

の議論が白熱しすぎることもあったが，その時には

コミュニケ―ションルールに立ち戻ることで冷静

さを取り戻すことができた。このように，コミュニ

ケーションルールを作る活動は有効な手立てであ

るといえる。ただ，議論が白熱しすぎる前にコミュ

ニケーションルールを意識し，建設的で発展性のあ

る議論が行われることが目指す姿であるので，その

点においては，今後の課題である。 

 

図 2 学級劇本番の様子 

 

 文化祭を終えて生徒一人ひとりに振り返りを書

かせた。以下に示すのは，その一部である。 

〇うまくいかなかったこと 

・全員に情報が行き渡らないまま進んでしまい，

混乱した。 

・キャストと監督の意見が合わなかった。 

・脚本の修正による意見の食い違いがあった。 

・相手の意見を否定してしまった。 

・本番が迫ってくると焦って口調が荒くなって

しまった。 

・言われたことの受け取り方のズレから考え方

の違いが生まれて，ミスになった。 

・様々な意見がいろいろなところから出てきた

ときにまとめきれなかった。 

・個々がしたいことをするだけでまとまらなか

った。 

 

〇意識したこと 

・文句ではなく，直接意見を伝えて話し合う。 

・自分の意見を積極的に言う。 

・部門ごとに意見をまとめ，それを少人数で集約

することで議論の混乱を避けた。 

・相手の意見を否定してしまったことを反省し

て，次の日からは相手の意見を聞くようにし

た。 

・監督を通して各部門と繋がるために情報共有

を心がけた。 

・話をする量や回数を増やす。 

・ギスギスした雰囲気にならないように仲介し

ようと思った。 

・疑問点はすぐに聞いて解決する。 

・できるだけ簡潔に話すと，相手の集中力が切れ

ない。 

・「お願いします」などの言葉がけを心がけた。 
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〇今後に生かせること 

・ハプニングや意見が分かれた時，どうすればい

いのか，どうしたらみんなをまとめられるかを

考えられるようにしたい。 

・自分のことだけでなく他の人のことも把握す

ることで，ものごとがスムーズに進めることが

できる。 

・人それぞれ学級劇に対する意識が違っている

中でどのように協力していくかを考えること

ができた。このことは，すべてのことに当ては

まると思う。 

・大人数で何かを決定したり進めたりするとき

には，コミュニケーションルールを活かしてい

ければいい。 

・計画性を持った行動と，協力することを活かし

ていきたい。 

・脚本の変更点を共有したり，計画的に準備を進

めて行ったりする過程を通して，「仲間と協力

して問題を解決する力が着いた。 

・人と話すときに相手にはっきりわかりやすく

話すこと。 

・計画的に余裕をもって行うことが大切だと本

当に実感した。それは普段の生活にも繋がると

思った。 

・一人一人の長所を生かせばよいものができる。 

 

 生徒の振り返りの中からは，コミュニケーション

ルールを頭の片隅に置きながら活動していたと推

察することができる記述が多く見られた。 

  

2．CT の課題 

 学級劇を作っていく過程を通してコミュニケー

ションの在り方について考えさせる取り組みを始

めて 6 年がたち，一つの形として確立してきたよう

に感じる。特にコミュニケーションルールを各学級

で検討する活動は CT を進めていく上での核になっ

ている。実際のところ，学級劇を作っていく過程に

おいては，生徒の意見が一致せず，議論が紛糾する

場面が時々見られる。その場面にこそ各学級で作成

するコミュニケーションルールを意識すべき場面

であるにもかかわらず，コミュニケーションルール

を意識しているとは言いがたい生徒の様子が見ら

れることが多いように感じる。文化祭という生徒に

とっては一大イベントである学級劇であるがゆえ

に，生徒が傾けるエネルギーも非常に大きなものが

ある。そのような状況の中で，コミュニケーション

の在り方を意識しながら他者と関わることができ

る生徒はそれほど多くない。反対に，他者とのコミ

ュニケーションを上手にとることができる生徒は，

普段の生活の中でも多くの友人と良好な関係を気

づくことができる生徒であるように思われる。しか

し，実際の生活の場面には，意見の合意が難しい場

合があり，多数決などいろいろな決め方がある。コ

ミュニケーションルールを作ることによって，意見

が分かれたときに，「いかに合意形成するか」を練

習する場として CT を位置付けることができる。中

学生という発達段階だからこそ，CT の持つ意義は大

きい。今後は，どのような取り組みをすることでコ

ミュニケーションルールを意識して学級劇を作る

ことができるのかについて検証することが必要で

ある。 

また，舞台を見る側の意識を高めることが必要だ

と感じる。この CT のクライマックスは何といって

も文化祭での学級劇本番である。この本番に向けて

多くの議論を重ね，すべての準備が行われる。演劇

は，演者，音楽や照明などの裏方だけでなく，観客

も一体になって作っていくものである。しかし，残

念なことに近年，シリアスな場面であるにもかかわ

らず，セリフの言い回しに反応して客席から笑い声

が上がったり，演者のアクションに反応してざわつ

いてしまうことをしばしば目にする。このような一

部の生徒が作る雰囲気によって多くの観客の意識

が舞台から逸れてしまい，興ざめしてしまうという

ことが起こっている。演者の演技力がもっと高まっ

てすべての観客を引き込むことができるならば，こ

のようなことは見られなくなるのかもしれない。し

かし，学校での文化祭での演劇であるので，そこま

で期待する方が無理だろう。だとすれば，舞台を見

る側の意識を変える必要があるといえよう。「観客

とのコミュニケーション」という視点からもっと観

客の質を向上するための取り組みを模索しながら

演者の演技力の向上を図っていきたい。 
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